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和光紙器株式会社は、工業用の梱包資材を取り
扱う商社機能とメーカー機能を併せ持つ企業である。
包装用BAG（ポリ袋）や乾燥剤、テープ等の各種梱
包用資材を扱うほか、自動車や複合機、医療機器等
のメーカーが製造部品を工場から工場へと運ぶ際に
使う梱包用トレーや段ボール、緩衝材を製造する。
「当社の工場では、設計者が設計段階から自社の
生産工程を理解して設計を行っています。それにより、
歩留まりを良くして生産性を上げ、小ロットでも運営
できる体制を構築しています。少量多品種を手がけ
る他社が多くないものですから、最近は依頼が増え
ていますね」（本橋志郎社長）
同社の岩槻工場では段ボール製品や紙製パレット、
発泡プラスチック等の包装資材を製造する。
三重県の鈴鹿工場では一般材料はもちろん、リサ

イクル材料も用いて、梱包用トレーを金型、材料、真
空成形製造（軟化した樹脂を型に合わせて真空吸引
して成形）と一貫生産する。これが同社の強みである。
このリサイクル資材「Polyecolene(ポリエコレ

ン)」は、同社が開発したものだ。令和2年度の「川口
i-mono（いいもの）・川口i-waza（いいわざ）ブラン

昨年、新型コロナの感染拡大では「自分たちがで
きることは、モノづくりでの社会貢献」と、全従業員で
気持ちを一つにし、次 と々コロナ対策製品を開発した。
品切れが続くフェイスシールドを身近で集められる品
を使って相当数手づくりし、市役所やろう学校に寄贈。
それを手始めに、締め付け感のない「匠のフェイス
シールド」、リーズナブルでほっこり和む「NecoDan
パーテーション」等、全従業員からアイデアを募り製
品化していった。
さらに平成29年に開発した災害時対策商品

「WAKOH式段ボールベッド」の改良を全従業員で
進め、コンパクト、組み立てが簡単、高耐久性、顔部
分にルーフ付き、という改良品を完成させた。現在、
川口市と災害時における物資の供給に関する協定
を結ぶほか、鈴鹿市、新潟県柏崎市等でも災害時の
供給協定を結んでいる。
「それまで行政の仕事はほとんどありませんでした
が、この1年間でだいぶ増えました。社長に就任して
すぐにコロナが来て、最悪だなと思いましたが、そこ
で僕らができることは何だろうと考える時間が持てた
ことで、こうした取り組みができました」

卸から製造に軸足をスライドしたことでパートナー
企業が増え、売り上げも順調に推移している同社。
将来に向けて取り組むのは―。
「2030年に必要とされそうな包装資材を大学や
研究機関の協力を仰ぎながら開発し、モノづくりをさ
らに強化していきたいです」
同社が旨とするのは“情熱のない仕事は仕事では

ない”である。今後も、これまで以上に循環型社会の
実現に向けてより良い製品を開発していくだろう。情
熱を注いで挑む同社のモノづくりの勢いは、ますます
加速していく。

ており、商社としての売り上げが高かった。そこで、商
社から製造へ―と軸足のスライドを図り、「この先、
環境面を考えた包装資材の需要が必ずくることにな
る」という考えの下、環境配慮型資材の製造に的を
絞る。
そして従業員一丸となって、再利用可能な原材料
の開発と、むだを生まないシステムづくりに向けた取
り組みが始まった。

平成21年、鈴鹿に真空成形工場を開設。通常の
材料を使った梱包用トレーの真空成形を行いながら、
並行してリサイクル可能なポリエチレン素材の開発
を進めていった。
「手探りでスタートしましたから悪戦苦闘でした。プ
ラスチックは同じものでも溶かすと液状になるもの、
ドロドロになるものがあるようで、知らずに混ぜてシー
トにしようと押し出したら、液体がザバザバ出てきた
失敗も(笑)。製造メンバーみんなで勉強したり知識
のある方に聞いたりして、押し出しシート製造技術の
確立に2～3年かかりました」
また、リサイクルポリエチレンはとても柔らかい材
料のため、伸ばすとコシがなくなり、真空成形時に破
れやすいというデメリットがあった。そこで、厚さを保
ち強度を担保できる形状の追求にも力を注いだ。こ
うして、製造と設計の協業で環境配慮型資材
「Polyecolene」が誕生する。
原料となるのは紙おむつの外袋や目薬ケース等、

生活用品メーカーの製造時のロス材・低密度ポリエ
チレンである。それを材料ごとに重金属測定を行って
安全なものを選別し、それらを溶かして一度ペレット
状にした後、再度溶かしてシート状にしたものが
Polyecoleneである。これを使って製造した梱包用
トレーは緩衝性能が高く、こすれにより生じる粉塵の
発生が少ない。そのうえ割れ・欠けに強く復元性が
高いため、リユースが容易という特徴を持つ。

環境配慮型資材「Polyecolene(ポリエコレン)」を
開発し、モノづくりに力を注ぐ梱包資材会社
BtoBで各種梱包資材を取り扱うほか、工業製品を梱包する段ボール製品等を製造する和光紙器は、環境に配慮した
包装資材「Polyecolene」を開発し、自社の活躍の場を大きく広げた。現在は、BtoCでコロナ対策関連製品や行政向
けに災害対策製品の製造にも力を入れている。SDGs目標達成が叫ばれる今、次の時代に必要とされる製品の開発に
注力していく。

和光紙器株式会社

さらに同社は製造工程で出たロス材をすべて再利
用するほか、顧客から不要になった製品を条件によっ
て買い取り、リサイクルする仕組みも構築した。
廃棄物を削減、再生、再使用する3Rを実現した環

境配慮型資材、Polyecolene。本橋社長がエコ社
会を見据えて進めた事業が、現在SDGｓ意識の高ま
りで注目され、同社の強みとなっている。
「丈夫で壊れにくいので、お客さまから高い評価を
得ています。真空成形は深さがあるものをつくるのが

難しいのですが、当社はそれが可能です。メーカーさ
ん同士で『これどこでつくっているの？』という話が出
て、新たな注文につながることもあります」
Polyecoleneトレーは顧客の間で広まり、今では自

動車部品メーカーや医療機器メーカー等の製品を手
がけるまでに至っている。Polyecoleneの開発によっ
て、同社は活躍の場を広げることに成功したのである。

本橋社長は令和元年に、先代である父からバトン

を受け取った。
「創業時から続く企業理念をしっかりと受け継ぎな
がら、プラスアルファでできることを肉付けして進化
させていくことを考えました」
そこで、今後10年でどういう会社を目指すのか中
期ビジョンを策定し、会社の姿勢や方針、SDGｓ目標
達成の活動を網羅したノートを全従業員に配布した。
さらに、従業員がそれまで以上に和光紙器という会
社に誇りと自信を持ち、情熱を持って仕事に取り組め

る環境づくりを推し進めていった。
例えば、包装資材やSDGsについての勉強会を

行う、年に1度全従業員との個人面談を実施する、
自由闊達に意見を言い合える社内風土を醸成する
などである。
「この取り組みで、若手メンバーの仕事に向き合う
姿勢や自覚が大きく変わった気がします。今は全員
で同じ目標に向かって進めていると思います」
より良いものをつくりたいという従業員一人ひとり
の情熱、それが、この後コロナ禍で必要とされるさま
ざまな製品を生み出していくことになる。
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ド認定制度」で「i-mono」ブランドに認定された。

同社は昭和24（1949）年、川口市で包装資材の
販売を目的とした「本橋商店」を開業。その後大手
複合機メーカーの梱包資材用段ボールや緩衝材の
製造、包装資材の取り扱いをスタートする。
やがてメーカーの事業拡大に伴って、神奈川県、
三重県、新潟県と拠点を拡大し、平成16（2004）年
には、同社を含め3社合弁で中国・上海に工場を設
立。川口から他県そして海外へと、活躍の場を広げ
ていく。
その頃、同業他社で包装設計の修業を積んだ現
社長の志郎氏が入社する。
「当時は順調な時期でしたが、リスクヘッジとして、
今のうちに活躍の場を他の分野に広げる準備をして
おかなければいけないと思いました。会長に『モノづ
くりを強化していきましょう』と進言して、真空成形製
造に向けた準備を進めていきました」
当時、段ボール以外の製品はメーカーから仕入れ

埼玉県が廃藩置県の太政官布告により誕生し
てから、今年で１５０周年を迎えます。
長い歳月の中、先人が育んできた豊かな自然

や都市の賑わい、伝統や文化など埼玉の多様な
魅力を広く伝え、将来へと繋げていくことは、埼玉
の今を生きる私たちの大切な使命です。
そこで県では、１５０周年という大きな節目の年

を、埼玉を知り、見つめ直し、その魅力を県内外へ
発信していく絶好の機会と捉え、「埼玉１５０周年
プロジェクト」を展開しています。
このプロジェクトのコンセプトは、「知る」「祝う」

「伝える」の３点です。「知る」は、埼玉県のこれま
での歩みやゆかりの人々など、さまざまな角度から
埼玉の魅力を広く知っていただこうというもので、
「祝う」は、市町村や企業・団体など埼玉県に関わ
る全ての皆様と連携して１５０周年を祝い、埼玉を
盛り上げていこうという趣旨です。そして、「伝え
る」には、多彩な埼玉の魅力を未来へと繋いでい
こう、という思いが込められています。
プロジェクトのスタートにあたって開設した特設
ＷＥＢサイトは、県民の皆様一人一人の個性で埼
玉を色鮮やかに彩ってほしいとの願いを込めて
Colorful（カラフル）と名付けました。
このサイトは、県のこれまでの歩みや、今話題の
渋沢栄一翁をはじめとした埼玉が誇る偉人の紹
介、現在活躍中の県ゆかりの著名人や記念事業
に御協力いただく事業パートナーの皆様の取り組
みなど、多彩な内容で構成されています。「埼玉
150周年プロジェクト」の全体像が分かるものと
なっていますので、これをお読みの皆様にも、ぜひ
一度、覗いていただければと思います。

このサイトを御覧になった時、まずお気付きにな
るのは、記念事業を共に盛り上げようと名乗りを
上げてくださった事業パートナーの多さかもしれま
せん。その数は、７月末時点で１９２にのぼります。
既に、こうした事業パートナーとの連携によって、

埼玉１５０周年を記念したお酒やお菓子、県産食
材を使ったお弁当といった記念商品が続 と々誕生
しています。県内スポットを図柄にした色鮮やかな
記念切手や県のマスコット「コバトン」を車体にあ
しらったラッピングカーも登場しました。また、とこ
ろざわサクラタウンのりそなグループセルフプラ
ザには、高さ２ｍ４０ｃｍの特大バースデーケーキ
ディスプレイを展示していただくなど、さまざまな
形で１５０周年を共に祝っていただいております。
また、埼玉県の誕生日当日である１１月１４日（県
民の日）には、記念式典やイベントの開催も予定し
ています。記念式典では、小・中学生を対象として
埼玉の魅力再発見と未来の埼玉像をテーマに実
施している「埼玉未来予想コンクール」の表彰と
作品の御披露目を行う予定です。
このコンクールは、２０年後、３０年後の社会を担

う若い世代に、埼玉の未来について自由にそして
夢のある形で表現していただくもので、埼玉の魅
力を未来へ繋ぐ取り組みでもあります。
新型コロナウイルス感染症の流行は、世の中の

在り方を一変させ、未だ人々の生活に暗い影を落
としています。そんな今だからこそ、１５０周年を契
機とした数々の取り組みで明るい話題を共有し、
埼玉に関わるすべての方 と々心を一つにして埼玉
の素晴らしさを全国へ、さらには未来へと伝えて
いくことができれば幸いです。 

商社から製造へ、軸足のスライドを決意

埼玉県副知事
高柳 三郎氏

未来へのスタート
～埼玉県誕生１５０周年～
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メーカーとしてモノづくりをさらに強化
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用するほか、顧客から不要になった製品を条件によっ
て買い取り、リサイクルする仕組みも構築した。
廃棄物を削減、再生、再使用する3Rを実現した環
境配慮型資材、Polyecolene。本橋社長がエコ社
会を見据えて進めた事業が、現在SDGｓ意識の高ま
りで注目され、同社の強みとなっている。
「丈夫で壊れにくいので、お客さまから高い評価を
得ています。真空成形は深さがあるものをつくるのが

難しいのですが、当社はそれが可能です。メーカーさ
ん同士で『これどこでつくっているの？』という話が出
て、新たな注文につながることもあります」
Polyecoleneトレーは顧客の間で広まり、今では自
動車部品メーカーや医療機器メーカー等の製品を手
がけるまでに至っている。Polyecoleneの開発によっ
て、同社は活躍の場を広げることに成功したのである。

本橋社長は令和元年に、先代である父からバトン

を受け取った。
「創業時から続く企業理念をしっかりと受け継ぎな
がら、プラスアルファでできることを肉付けして進化
させていくことを考えました」
そこで、今後10年でどういう会社を目指すのか中
期ビジョンを策定し、会社の姿勢や方針、SDGｓ目標
達成の活動を網羅したノートを全従業員に配布した。
さらに、従業員がそれまで以上に和光紙器という会
社に誇りと自信を持ち、情熱を持って仕事に取り組め

る環境づくりを推し進めていった。
例えば、包装資材やSDGsについての勉強会を
行う、年に1度全従業員との個人面談を実施する、
自由闊達に意見を言い合える社内風土を醸成する
などである。
「この取り組みで、若手メンバーの仕事に向き合う
姿勢や自覚が大きく変わった気がします。今は全員
で同じ目標に向かって進めていると思います」
より良いものをつくりたいという従業員一人ひとり
の情熱、それが、この後コロナ禍で必要とされるさま
ざまな製品を生み出していくことになる。

ド認定制度」で「i-mono」ブランドに認定された。

同社は昭和24（1949）年、川口市で包装資材の
販売を目的とした「本橋商店」を開業。その後大手
複合機メーカーの梱包資材用段ボールや緩衝材の
製造、包装資材の取り扱いをスタートする。
やがてメーカーの事業拡大に伴って、神奈川県、
三重県、新潟県と拠点を拡大し、平成16（2004）年
には、同社を含め3社合弁で中国・上海に工場を設
立。川口から他県そして海外へと、活躍の場を広げ
ていく。
その頃、同業他社で包装設計の修業を積んだ現
社長の志郎氏が入社する。
「当時は順調な時期でしたが、リスクヘッジとして、
今のうちに活躍の場を他の分野に広げる準備をして
おかなければいけないと思いました。会長に『モノづ
くりを強化していきましょう』と進言して、真空成形製
造に向けた準備を進めていきました」
当時、段ボール以外の製品はメーカーから仕入れ

環境配慮型資材Polyecoleneを開発

会社の考えやビジョンを全員で共有

コロナ禍でできることを探し地域貢献

本社社屋

真空成形機 緩衝材 WAKOH式段ボールベッド

ポ リ エ コ レ ン

Polyecoleneシート（左）、Polyecoleneを使った真空成形製品（右）
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和光紙器株式会社は、工業用の梱包資材を取り
扱う商社機能とメーカー機能を併せ持つ企業である。
包装用BAG（ポリ袋）や乾燥剤、テープ等の各種梱
包用資材を扱うほか、自動車や複合機、医療機器等
のメーカーが製造部品を工場から工場へと運ぶ際に
使う梱包用トレーや段ボール、緩衝材を製造する。
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歩留まりを良くして生産性を上げ、小ロットでも運営
できる体制を構築しています。少量多品種を手がけ
る他社が多くないものですから、最近は依頼が増え
ていますね」（本橋志郎社長）
同社の岩槻工場では段ボール製品や紙製パレット、
発泡プラスチック等の包装資材を製造する。
三重県の鈴鹿工場では一般材料はもちろん、リサ

イクル材料も用いて、梱包用トレーを金型、材料、真
空成形製造（軟化した樹脂を型に合わせて真空吸引
して成形）と一貫生産する。これが同社の強みである。
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品切れが続くフェイスシールドを身近で集められる品
を使って相当数手づくりし、市役所やろう学校に寄贈。
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供給協定を結んでいる。
「それまで行政の仕事はほとんどありませんでした
が、この1年間でだいぶ増えました。社長に就任して
すぐにコロナが来て、最悪だなと思いましたが、そこ
で僕らができることは何だろうと考える時間が持てた
ことで、こうした取り組みができました」

卸から製造に軸足をスライドしたことでパートナー
企業が増え、売り上げも順調に推移している同社。
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同社が旨とするのは“情熱のない仕事は仕事では

ない”である。今後も、これまで以上に循環型社会の
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加速していく。

ており、商社としての売り上げが高かった。そこで、商
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